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原因によると考えられる。
北西太平洋のコアKH82-4st.8における堆積速度,炭酸塩含有量の変化と炭酸塩の溶
解の程度の変化から過去15万年間の炭酸塩の生産量はisotopestage2において高かった
ことが推定された。このコアにおける炭酸塩含有量は氷期で低く，間氷期で高い傾向を
示し，氷期には間氷期に比べて非炭酸塩の供給が増加したことが明らかになった。
基礎生産量の変化は有機炭素含有量と底生有孔虫[/iﾉ煙""αの産出頻度を用いて求め
た｡有機炭素量はisotopestage2と3で高く,isotopestage5で低い.底生有孔虫Uiﾉ狸沌〃α
の産出頻度はisotopestage2と3で高く,isotopestage5eで低い。これらの結果か
らこの海域における基礎生産量は氷期において高く，間氷期において低かったと考えら
れる。
論文審査の結果の要旨
平成2年2月7日に第一回論文審査会を開催し，提出された学位論文ならびに資料を
検討し，また2月14日開催の口頭発表会をもって面接審査に代え，発表終了後第二回審
査会を開催した。各委員より意見が述べられ協議の結果，以下の通り判定した。
本論文は，北西太平洋において外洋水の環境が第四紀の過去約15万年を通じて氷期と
間氷期でいかに変動したかを，動植物プランクトン殻起源の炭酸カルシウム（方解石）
の溶解の強さの変化を用いて明らかにした研究の成果で，その内容は以下のように要約
できる。
1．炭酸カルシウムの溶解の強さを評価する方法を検討し，石灰質ナノプランクトンの
1種Cαﾉc"sc"s"Moγ"sの2枚のshieldが,死後分離したか否かの差を指標とす
る新しい方法を考案し，同一分析試料につきこの方法と浮遊生有孔虫の1種の石灰質
殻を用いる方法の間で結果に良い一致を見たことから，その有効かつ迅速性を主張し
た。
2．北西太平洋の深海底コアを対象に上記の方法を用いて過去15万年間の炭酸カルシウ
ムの溶解の強さを検討し，間氷期から氷期への遷移期で強く，氷期から間氷期への遷
移期で弱いことを明らかにした。この変動が赤道太平洋の深海底コア中の底生有孔虫
殻の6C-13値の変化と良い相関を示すことから，海洋に緑色植物起源の炭素（同位体
効果によりC-12に富む)が流入する時に炭酸カルシウムの溶解は強く，逆に海洋から
緑色植物起源の炭素が取り除かれる時に炭酸カルシウムの溶解は弱かったとし，太平
洋における炭酸カルシウムの溶解の強さの変動は，主に海洋と大陸・陸棚の間の炭素
の交換によって支配されていると結論した。なお太平洋における炭酸カルシウムの溶
解に関する従来の研究を再検討し，同海域では一般に溶解力ざ間氷期に強く，氷期に弱
いという“定説”は，深海底コア中の炭酸カルシウム含有量を溶解の強さの指標に用
いたために生じたものであることを指摘した。
3．太平洋で明らかになった結果を赤道大西洋とインド洋につき比較するために両海域
の深海底コアを同様な方法で検討した結果，大西洋の炭酸カルシウムの溶解の強さの
変動は太平洋のそれと相関せず，この変動は太平洋と大西洋の底生有孔虫殻の6C-13
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値の差の変化と相関を示し，大西洋における氷期と間氷期の深層水の循環様式の変化
に支配されていることを確認した。インド洋のコア中の炭酸カルシウムの溶解の強さ
の変動は太平洋のそれとよく一致し，太平洋と同じ原因に帰することができる。
4．北西太平洋のコアにおける堆積速度と炭酸カルシウム含有量及び溶解の強さの変動
から算定した過去15万年間の炭酸カルシウムの生産量は氷期(isotopestage2)にお
いて高かったことを示唆する。コア中の有機炭素含有量と底生有孔虫[/iﾉ狸""αの産
出頻度から，本海域における基礎生産量の変動を求めると，同生産量は氷期において
高く間氷期において低かった。
すなわち本研究は，外洋水中の炭酸カルシウムの氷期と間氷期における溶解の強さが
太平洋と大西洋で何故異なるのかという長年にわたる学界の難問に解答を与えたとと
もに，炭酸カルシウム（方解石）の溶解の強さを評価する新方法を考案し，第四紀古
海洋学の進展に大きな貢献をした。
以上の研究業績により本論文は学術博士に値するものと判定する。
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